
鎌
倉
幕
府
に
関
係
す
る
膨
大
な
研
究
の
到
達
点
を
、豊
富
な
図
版
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
で
、

こ
れ
に
努
め
た
。
各
項
目
に
は
参
考
文
献
を
付
し
た
の
で
、
こ
れ
を
ご
参
照
い
た
だ
く
こ
と
で
研
究
史
を
確
認

し
な
が
ら
、
内
容
を
吟
味
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
書
は
、「
第
１
部　

鎌
倉
幕
府
の
政
争
と
戦
争
」・「
第
２
部　

鎌
倉
幕
府
を
構
成
し
た
人
び
と
と
機
関
」・「
第

３
部　

鎌
倉
幕
府
の
制
度
と
政
策
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
と
き
ど
き
の
関
心
に
沿
っ
て
ど
こ
か
ら
で
も
お
読

み
い
た
だ
け
る
と
思
う
が
、
鎌
倉
幕
府
の
歴
史
を
通
時
代
的
に
眺
め
た
い
と
き
は
第
１
部
を
、
鎌
倉
幕
府
の
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
き
に
は
第
２
部
・
第
３
部
を
お
読
み
い
た
だ
く
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。
鎌
倉
幕
府
に
関
心
を
寄
せ
る
方
々
に
と
っ
て
、
本
書
が
良
き
入
門
書
と
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で

あ
る
。

　
　

二
〇
二
一
年
三
月

�

田
中
大
喜　

　
　
　
　

序
に
か
え
て

　
「
鎌か
ま

倉く
ら

幕ば
く

府ふ

」
は
、
お
そ
ら
く
日
本
中
世
史
の
な
か
で
最
も
有
名
な
歴
史
用
語
で
は
な
か
ろ
う
か
。
編
者
が

小
中
学
生
の
頃
に
は
、
鎌
倉
幕
府
の
成
立
年
は
一
一
九
二
年
と
教
え
ら
れ
て
お
り
、「
い（

一
一
九
二
）

い
国
つ
く
ろ
う
、
鎌

倉
幕
府
」
と
い
う
実
に
よ
く
で
き
た
語
呂
合
わ
せ
で
、
全
国
の
小
中
学
生
の
脳
裏
に
「
鎌
倉
幕
府
」
と
い
う
用

語
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
近
で
は
、
教
科
書
で
も
鎌
倉
幕
府
の
成
立
年
の
見
直
し
が

図
ら
れ
た
た
め
、右
の
語
呂
合
わ
せ
が
学
校
の
教
育
現
場
で
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
で
も
「
最
初
の
武
家
政
権
」
と
い
う
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
で
、「
鎌
倉
幕
府
」
は
今
も
な
お
人
び
と
の
脳
裏

に
刻
み
込
ま
れ
続
け
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

鎌
倉
幕
府
を
有
名
に
し
た
背
景
に
は
、
右
に
見
た
絶
妙
な
語
呂
合
わ
せ
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
が
、
そ
れ

以
上
に
戦
前
以
来
の
重
厚
な
研
究
史
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
幕
府
は
成

立
か
ら
滅
亡
に
至
る
ま
で
の
政
治
史
を
は
じ
め
、
権
力
構
造
・
訴
訟
制
度
・
軍
事
制
度
・
経
済
基
盤
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
実
態
が
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
重
厚
な
研
究
史

に
も
と
づ
く
豊
か
な
研
究
成
果
を
社
会
に
広
く
発
信
・
還
元
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
書
で
は
、



　

図
説　

鎌
倉
幕
府　
　

目　

次

　
　
序
に
か
え
て

　

第
１
部　

鎌
倉
幕
府
の
戦
争
と
政
争

01
治
承
・
寿
永
の
乱
―
―
「
源
平
合
戦
」
の
虚
像
と
実
像

2

02
奥
州
合
戦
―
―
頼
朝
が
こ
だ
わ
っ
た
平
泉
藤
原
氏
の
追
討

6

03
梶
原
景
時
の
乱
―
―
頼
朝
最
側
近
の
た
ど
っ
た
運
命

10

04
比
企
能
員
の
変
―
―
陰
謀
と
将
軍
殺
し

12

05
畠
山
重
忠
の
乱
―
―
名
門
武
蔵
武
士
の
落
日

14

06
和
田
合
戦
―
―
都
市
鎌
倉
、
初
の
大
激
戦

18

07
承
久
の
乱
―
―
公
武
関
係
の
一
大
転
換
点

22

08
牧
氏
の
変
と
伊
賀
氏
の
変
―
―
不
安
定
な
権
力
継
承

26

09
寛
元
・
建
長
の
政
変
―
―
追
放
さ
れ
た
摂
家
将
軍

29

10
宝
治
合
戦
―
―
「
得
宗
専
制
」
へ
の
転
換
点

32

11
二
月
騒
動
―
―
執
権
・
時
宗
の
非
情

36

12
文
永
の
役
―
―
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
な
ぜ
撤
退
し
た
の
か
？

38

13
弘
安
の
役
―
―
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
が
残
し
た
も
の

42

14
霜
月
騒
動
―
―
安
達
泰
盛
の
挑
戦
と
挫
折

46

15
平
禅
門
の
乱
―
―
幕
府
を
牛
耳
っ
た
御
内
人
の
最
期

50

　

第
２
部　

鎌
倉
幕
府
を
構
成
し
た
人
び
と
と
機
関

01
源
氏
将
軍
―
―
後
世
の
歴
史
に
与
え
た
影
響

72

02
摂
家
将
軍
―
―
九
条
道
家
と
一
族
の
盛
衰

76

03
親
王
将
軍
―
―
幕
府
の
歴
史
の
半
分
を
超
え
る
在
職
期
間

78

04
御
家
人
―
―
史
上
空
前
の
従
者
集
団
と
そ
の
内
実

82

05
執
権
と
連
署
―
―
鎌
倉
殿
を
補
佐
し
た
幕
府
の
№
２

86

06
得
宗
―
―
職
制
に
な
い
最
高
権
力
者

90

07
評
定
衆
―
―
幕
政
の
最
高
機
関

94

08
引
付
―
―
訴
訟
審
理
を
担
う
中
心
部
局

97

09
寄
合
―
―
得
宗
専
制
の
拠
点

100

10
政
所
―
―
財
政
を
掌
る
「
台
所
」

104

11
侍
所
―
―
御
家
人
統
制
と
得
宗
に
よ
る
支
配

107

12
問
注
所
―
―
頼
朝
が
置
い
た
独
自
の
裁
判
機
関

110

13
守
護
―
―
軍
事
・
警
察
業
務
を
担
う
地
方
支
配
の
要

114

　

第
３
部　

鎌
倉
幕
府
の
制
度
と
政
策

01
御
恩
と
奉
公
―
―
主
従
間
で
完
結
し
な
い
関
係

140

02
御
成
敗
式
目
―
―
裁
判
の
判
決
基
準
か
、
武
家
の
基
本
法
典
か
144

03
鎌
倉
幕
府
追
加
法
―
―
式
目
と
法
の
群

147

04
訴
訟
制
度
―
―
発
達
し
た
裁
判

150

05
経
済
基
盤
―
―
幕
府
と
朝
廷
を
支
え
た
「
屋
台
骨
」

154

06
徳
政
令
―
―
主
眼
は
御
家
人
所
領
の
移
動
統
制

157

07
惣
領
制
―
―
御
家
人
役
の
配
分
・
徴
収
シ
ス
テ
ム

162

08
地
方
統
治
―
―
幕
府
と
国
衙
と
の
関
係

164

09
軍
事
制
度
―
―
軍
事
動
員
を
中
心
に

168

10
朝
廷
と
の
関
係
―
―
追
討
対
象
か
ら
協
調
・
連
携
関
係
へ

172

11
悪
党
召
し
捕
り
の
構
造
―
―
幕
府
と
朝
廷
の
治
安
維
持

178

コ
ラ
ム

関
東
祗
候
の
廷
臣　
81
／
御
内
人　
93
／
特
権
的
支
配
層　
103
／

鎌
倉
幕
府
の
文
士　
113
／
長
門
探
題　
133
／

北
方
統
治
の
た
め
の
蝦
夷
管
領　
137

視
点点

安
藤
氏
の
乱
と
北
方
問
題　
58
／
鎌
倉
幕
府
の
な
か
の
足
利
氏　
68
／

天
変
地
異
と
怪
異　
160
／
天
皇
家
の
分
裂
と
両
統
迭
立　
176
／

将
軍
御
所
の
変
遷　
194

あ
と
が
き　
205
／
執
筆
者
一
覧　
206

16
嘉
元
の
乱
―
―
得
宗
北
条
貞
時
の
挑
戦
？

52

17
正
中
の
変
―
―
後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
未
遂
事
件
か
？

54

18
元
弘
の
変
―
―
後
醍
醐
天
皇
の
執
念
と
敗
北

60

19
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
―
―
北
条
氏
権
力
の
崩
壊

64

14
地
頭
―
―
主
従
関
係
の
根
幹
と
な
っ
た
所
領
給
恩
シ
ス
テ
ム

118

15
京
都
守
護
―
―
承
久
の
乱
以
前
の
京
都
の
窓
口

122

16
六
波
羅
探
題
―
―
京
都
に
置
か
れ
た
西
国
統
治
機
関

124

17
鎮
西
奉
行
―
―
初
期
鎌
倉
幕
府
の
九
州
支
配
の
実
態

128

18
鎮
西
探
題
―
―
モ
ン
ゴ
ル
戦
争
後
の
九
州
支
配

130

19
奥
州
惣
奉
行
―
―
鎌
倉
幕
府
の
陸
奥
国
統
治
体
制

134

12
宗
教
政
策
―
―
鎌
倉
幕
府
と
神
頼
み

180

13
対
外
関
係
―
―
外
交
と
貿
易

184

14
都
市
鎌
倉
―
―
武
士
の
都
の
実
像

188

15
年
中
行
事
―
―
幕
府
が
重
ん
じ
た
儀
式

196

16
鎌
倉
幕
府
の
文
書
―
―
統
治
を
支
え
た
行
政
文
書

198

17
吾
妻
鏡
―
―
鎌
倉
幕
府
の
正
史

202



7 第１部　鎌倉幕府の戦争と政争奥州合戦――頼朝がこだわった平泉藤原氏の追討
 6

奥お
う

州し
ゅ
う

合か
っ

戦せ
ん

―
―
頼よ

り

朝と
も

が
こ
だ
わ
っ
た
平ひ

ら

泉い
ず
み

藤ふ
じ

原わ
ら

氏し

の
追
討

02
　

文ぶ
ん

治じ

五
年
（
一
一
八
九
）
七
月
十
九
日
、
源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

は
平ひ
ら

泉い
ず
み

（
奥お

う

州し
ゅ
う

）
藤ふ
じ

原わ
ら

氏し

の
拠
点
で
あ
る
陸む

奥つ
の

国く
に

平
泉
（
岩
手
県

平
泉
町
）
に
向
け
て
、
鎌
倉
を
出
発
し
た
。
幕
府
軍
は
三
方
に

分
か
れ
て
陸
奥
へ
と
進
軍
し
、
頼
朝
ひ
き
い
る
大
手
軍
は
、
関

東
と
東
北
を
つ
な
ぐ
幹
道
で
あ
る
奥お

く

大だ
い

道ど
う

を
進
ん
だ
。

　

こ
の
大
手
軍
に
対
し
、
平
泉
藤
原
氏
当
主
の
泰や

す

衡ひ
ら

は
、
伊だ

達て

郡ぐ
ん

阿あ

津つ

賀か

志し

山や
ま

（
福
島
県
国
見
町
）
に
全
長
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
お
よ
ぶ
二
重
の
堀
と
三
重
の
土ど

塁る
い

を
構
築
し
、
二
万
と
も
言

わ
れ
る
大
軍
を
配
備
し
た
。
幕
府
軍
と
平
泉
藤
原
氏
軍
と
の
軍

事
衝
突
が
い
か
に
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

阿
津
賀
志
山
の
合
戦
を
制
し
た
幕
府
軍
は
、
八
月
二
十
二
日

に
平
泉
に
到
着
す
る
。
泰
衡
は
す
で
に
北
方
へ
向
け
て
逃
亡
し

て
い
た
が
、
九
月
三
日
、
出で

羽わ
の

国く
に

贄に
え
の

柵さ
く

（
秋
田
県
大
館
市
）
で

家
人
河か

わ

田だ

次じ

郎ろ
う

の
裏
切
り
に
会
い
、
泰
衡
は
討
た
れ
た
。

　

以
上
が
奥
州
合
戦
の
経
緯
だ
が
、
こ
の
戦
い
は
、
治じ

承し
ょ
う

四

年
（
一
一
八
〇
）
以
来
、
十
年
に
及
ん
だ
一
連
の
内
乱
の
最
終

戦
と
い
っ
て
よ
い
。
木き

曾そ

義よ
し

仲な
か

や
平へ
い

氏し

と
の
戦
い
を
西
国
で
展

開
し
て
き
た
幕
府
に
と
り
、
背
後
の
北
関
東
や
東
北
に
あ
っ
て

頼
朝
に
従
わ
な
い
勢
力
の
存
在
は
懸
案
だ
っ
た
。
平
泉
藤
原
氏

は
そ
の
筆
頭
で
あ
る
。

　

十
二
世
紀
初
頭
に
平
泉
を
拠
点
と
し
た
平
泉
藤
原
氏
は
、
金

や
馬
、
さ
ら
に
は
、
鷲わ

し

の
羽
や
ア
ザ
ラ
シ
の
皮
な
ど
、
北
方
の

産
物
の
交
易
に
よ
っ
て
大
き
な
利
益
を
あ
げ
、
東
北
に
独
自
の

勢
力
圏
を
築
き
上
げ
た
。
頼
朝
に
と
っ
て
、
平
泉
藤
原
氏
と
い

う
一
大
勢
力
の
軍
事
的
脅
威
を
除
き
、
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
経

済
的
な
富
を
も
手
中
に
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、
平
泉
藤
原
氏
と

の
対
決
は
必
至
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
奥
州
合
戦
勃
発
の
背
景
に
は
、
鎌
倉
と
平
泉
の
二

大
勢
力
に
と
っ
て
軍
事
面
や
経
済
面
で
の
利
害
関
係
だ
け
で
な

く
、
頼
朝
に
よ
る
政
治
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
側
面
も
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
を
次
の
三
点
か
ら
、
考
え
て
み
よ
う
。

　

第
一
に
、
全
国
規
模
で
大
規
模
な
軍
勢
の
動
員
が
は
か
ら
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
東
国
の
み
な
ら
ず
、
九
州
に
い
た
る
ま
で
動

員
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
か
つ
て
平

氏
方
に
つ
い
た
人
物
も
、
動
員
に
応
じ
る
こ
と
で
赦し

ゃ

免め
ん

さ
れ
る

な
ど
、
広
く
門
戸
が
開
か
れ
た
。『
吾あ

妻ず
ま

鏡か
が
み

』
は
最
終
的
に

二
十
八
万
四
〇
〇
〇
騎
の
軍
勢
が
集
結
し
た
と
い
う
が
、
数
字

に
は
誇
張
が
あ
る
に
せ
よ
、
過
剰
な
大
動
員
に
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
頼
朝
み
ず
か
ら
が
出
陣
し
た
こ
と
で
あ
る
。
治
承

四
年
八
月
に
挙
兵
し
た
頼
朝
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
自
ら
戦
場

に
立
っ
た
の
は
、
挙
兵
時
の
山や

ま

木き

兼か
ね

隆た
か

襲
撃
と
、
そ
の
直
後
、

敗
北
を
喫
し
た
石い

し

橋ば
し

山や
ま

合
戦
く
ら
い
で
あ
る
。
木
曾
義
仲
や
平

氏
を
追
討
し
た
の
は
、
鎌
倉
か
ら
派
遣
し
た
弟
の
範の

り

頼よ
り

や
義よ
し

経つ
ね

で
あ
っ
て
、
朝
廷
側
か
ら
上
洛
を
期
待
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
自
身
は
一
貫
し
て
鎌
倉
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の

頼
朝
が
み
ず
か
ら
戦
場
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
そ
も
そ
も
追
討
の
名
目
が
明
確
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
当
初
の
名
目
は
、
自
ら
と
袂
を
分
か
っ
た
義
経
を
泰
衡
が

匿
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
た
し
か
に
泰
衡
は
義
経
の
身
柄
引
き
渡

し
を
求
め
る
頼
朝
の
要
求
を
拒
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
最
終
的

に
は
頼
朝
の
圧
力
に
屈
し
て
義
経
を
攻
め
、
文
治
五
年
四
月

三
十
日
に
義
経
は
自
害
に
追
い
込
ま
れ
た
。義
経
の
死
に
よ
り
、

追
討
す
る
必
然
性
は
な
く
な
っ
た
は
ず
な
の
だ
が
、
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
頼
朝
は
追
討
を
強
行
し
た
の
で
あ
る
。
頼
朝
は
朝
廷

藤原秀衡画像◆平泉に大勢力を築いた平泉藤原氏の 3代目。中央政
界とも繋がりをもち、治承・寿永の乱では中立の姿勢を見せたが、次
第に頼朝と対立し、同じく頼朝と対立した頼朝の弟義経を平泉に匿っ
た　岩手県平泉町・毛越寺蔵

源義経画像◆頼朝の異母弟で、治承・寿永の乱では兄範頼
とともに鎌倉軍の大将をつとめ平氏追討で軍功を上げた。
やがて頼朝と対立し、藤原秀衡を頼って奥州平泉に逃れた
が、秀衡が没すると跡を継いだ泰衡に攻められ自害した　
岩手県平泉町・中尊寺蔵
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奥お
う

州し
ゅ
う

惣そ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

―
―
鎌
倉
幕
府
の
陸む

奥つ
の

国く
に

統と
う

治ち

体た
い

制せ
い

19
　

鎌
倉
幕
府
が
陸む

奥つ
の

国く
に

統
治
の
た
め
に
採
用
し
た
、
葛か

西さ
い

氏
と

伊い

沢ざ
わ

（
留る

守す

）
氏
の
複
数
奉
行
に
よ
る
統
治
体
制
。
幕
府
は
平ひ
ら

泉い
ず
み

（
岩
手
県
平
泉
町
）
に
葛
西
氏
を
、
多た

賀が

国こ
く

府ふ

（
宮
城
県
多

賀
城
市
）
に
伊
沢
氏
を
配
置
し
、
と
も
に
奥お
う

州し
ゅ
う

惣そ
う

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

と
し

て
陸
奥
国
統
治
に
当
た
ら
せ
た
が
、
こ
れ
は
平ひ

ら

泉い
ず
み

（
奥お

う

州し
ゅ
う

）

藤ふ
じ

原わ
ら

氏
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
同
国
の
二
元
的
政
治
構
造
に
対

応
し
た
統
治
体
制
だ
っ
た
。

　

文ぶ
ん

治じ

五
年
（
一
一
八
九
）
の
奥
州
合
戦
に
よ
っ
て
陸
奥
国
を

支
配
下
に
収
め
た
鎌
倉
幕
府
（
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

）
は
、
葛
西
清き
よ

重し
げ

に

対
し
て
、
陸
奥
国
御ご

家け

人に
ん

の
奉
行
（
名
簿
登
録
）
と
平
泉
藤
原

氏
の
拠
点
だ
っ
た
平
泉
の
治
安
の
回
復
・
維
持
を
命
じ
、
平
泉

藤
原
氏
の
直
轄
地
域
を
含
む
五
郡
二
保ほ

の
地じ

頭と
う

職し
き

を
与
え
た
。

そ
し
て
、
そ
の
う
え
で
幕
府
は
、
清
重
に
平
泉
藤
原
氏
の
勢
力

基
盤
の
中
核
だ
っ
た
磐い

わ

井い

・
胆い

沢さ
わ

・
江え

刺さ
し

・
和わ

賀が

・
稗ひ
え

貫ぬ
き

五
郡

の
復
興
を
命
じ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
奥
州
合
戦
直
後
の

幕
府
は
、
平
泉
お
よ
び
そ
の
周
辺
領
域
と
い
う
平
泉
藤
原
氏
の

勢
力
基
盤
を
接
収
し
、
そ
の
統
治
＝
平
泉
藤
原
氏
の
役
割
の
継

承
を
清
重
に
委
ね
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は

取
り
も
直
さ
ず
、
こ
れ
ら
以
外
の
領
域
に
は
幕
府
の
統
治
が
お

よ
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
奥
州
合

戦
の
際
、
平
泉
藤
原
氏
と
と
も
に
陸
奥
国
の
行
政
を
担
っ
て
い

た
多
賀
国
府
の
在ざ

い

庁ち
ょ
う

官か
ん

人じ
ん

た
ち
が
幕
府
に
し
た
が
い
、
合
戦

後
も
そ
の
ま
ま
存
続
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
文
治
五
年
末
に
大お

お

河か
わ

兼か
ね

任と
う

の
乱
が
起
こ
る
と
、

多
賀
国
府
の
在
庁
官
人
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
本
留
守
と
新
留
守
が

こ
れ
に
与
同
し
、
幕
府
に
叛
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
乱
を
鎮
圧

し
た
幕
府
は
、
両
留
守
に
代
え
て
伊
沢
家い

え

景か
げ

を
陸
奥
国
留る

守す

職し
き

に
任
命
し
、
多
賀
国
府
に
送
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
幕
府

か
ら
与
え
ら
れ
た
家
景
の
役
割
は
、
多
賀
国
府
の
在
庁
官
人
た

ち
を
指
揮
し
、
平
泉
藤
原
氏
以
来
の
先
例
に
則
っ
て
陸
奥
国

の
国
務
を
遂
行
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
家
景
は
ま
た
、
多
賀
国

府
の
直
轄
領
で
あ
る
高こ

う

用よ
う

名み
ょ
う

の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
、
そ
の

経
営
も
任
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
奥
州
合
戦
後
も
存
続
し
て
い

た
、
多
賀
国
府
と
い
う
陸
奥
国
の
も
う
一
方
の
政
治
中
心
も
幕

府
に
接
収
さ
れ
、
家
景
が
陸
奥
国
留
守
職
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と

で
、
陸
奥
国
全
体
に
幕
府
の
統
治
が
お
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

建け
ん

久き
ゅ
う

六
年
（
一
一
九
五
）、
幕
府
は
清
重
と
家
景
に
対
し
、

「
奥
州
惣
奉
行
」
と
し
て
い
ま
だ
健
在
だ
っ
た
藤ふ

じ

原わ
ら
の

秀ひ
で

衡ひ
ら

の
後ご

家け

を
保
護
す
る
よ
う
に
命
じ
た
（『
吾あ

妻ず
ま

鏡か
が
み

』
建
久
六
年
九
月

二
十
九
日
条
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、
家
景
が
陸
奥
国
留
守
職
と

し
て
多
賀
国
府
の
筆
頭
に
な
っ
て
以
降
も
、
清
重
が
陸
奥
国
支

配
に
お
け
る
奉
行
と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
鎌
倉
期
を
通
じ
て
葛
西
氏
は
、
鎌か

ま

倉く
ら

殿ど
の

（
将
軍
）
の

代
官
と
し
て
、
平
泉
を
中
心
と
す
る
幕
府
御
願
寺
の
た
め
の

祭
礼
・
祈
祷
用
途
を
奥
羽
両
国
か
ら
徴
収
し
た
が
（
嘉か

元げ
ん

三
年

興田保興田保

平泉保

高鞍荘

桃生郡

　磐井郡
（岩井）

　胆沢郡
（伊沢）

江刺郡

気仙郡

牡鹿郡

本吉荘

登米郡

奥玉保

黄海保

深谷保

薄衣

寺池

栗原

鳴瀬川

一迫川

北
上
川

松島寺

迫川

佐沼

多賀国府
塩竈神社

二迫川

栗駒山

三迫川

金華山

遠島

陸奥国
統治を命ずる
陸奥国

統治を命ずる

葛
西
氏

葛
西
氏

伊
沢
氏
（
留
守
氏
）

伊
沢
氏
（
留
守
氏
）

鎌倉幕府

奥州惣奉行

多賀国府 平泉

・
陸
奥
御
家
人
の
奉
行

・
平
泉
の
治
安
回
復
・
維
持

・
陸
奥
国
の
国
務
遂
行

・
幕
府
の
命
令
伝
達

・
検
断
権
の
行
使

※入間田宣夫「鎌倉時代の葛西氏」（同編『葛西氏の研究』名著出版、1998 年、初出 1992 年）
をもとに作成

奥州惣奉行の構成図

葛西氏の支配領域と多賀国府
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地ち

方ほ
う

統と
う

治ち

―
―
幕
府
と
国こ

く

衙が

と
の
関
係

08
　

源
み
な
も
と
の

頼よ
り

朝と
も

が
治じ

承し
ょ
う

四
年
（
一
一
八
〇
）
に
反
乱
軍
と
し
て

挙
兵
し
た
際
、
そ
の
最
初
の
標
的
と
な
っ
た
の
は
伊い

豆ず
の

国く
に

目も
く

代だ
い

の
山や
ま

木き

兼か
ね

隆た
か

で
あ
っ
た
。
目
代
と
は
、
知ち

行ぎ
ょ
う

国こ
く

主し
ゅ

・
国こ
く

司し

の

代
理
人
で
あ
り
、
地
方
政
庁
で
あ
る
国こ

く

衙が

（
国
司
が
赴
任
し
な

い
場
合
は
「
留る

守す

所ど
こ
ろ

」
と
呼
ば
れ
る
）
に
在
勤
す
る
在ざ
い

庁ち
ょ
う

官か
ん

人じ
ん

を
指
揮
し
て
地
方
統
治
の
実
務
に
あ
た
っ
た
人
物
の
こ
と
で
あ

る
。
頼
朝
と
兼
隆
と
は
流る

人に
ん

ど
う
し
で
あ
り
、
彼
ら
を
中
心
と

す
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ど
う
し
の
衝
突
と
い
う
側
面
も
あ
っ

た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
頼
朝
が

挙
兵
時
か
ら
国
衙
を
お
さ
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
同
年
十
月
に
鎌
倉
に
入
り
、
富ふ

士じ

川が
わ

の
戦
い
で
勝
利

し
た
頼
朝
は
、
相さ

が
み
の模
国く
に

の
国
衙
で
最
初
の
論ろ
ん

功こ
う

行こ
う

賞し
ょ
う

を
お
こ

な
い
、
翌
十
一
月
に
佐さ

竹た
け

氏
を
打
ち
破
っ
た
際
も
、
常ひ
た
ち
の陸
国く
に

の

国
衙
で
論
功
行
賞
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
国
衙
が
重
要
視
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
鎌
倉
幕
府
の
地
方
統
治
と
国
衙
と
の
関
係
に
つ

い
て
述
べ
る
（
六ろ

く

波は

羅ら

探た
ん

題だ
い

等
の
地
方
行
政
機
関
に
つ
い
て
は
各

項
目
を
参
照
の
こ
と
）。

　

ま
ず
、
国
衙
は
道
路
交
通
網
の
中
心
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
国
衙
の
倉
庫
群
に

は
国
衙
領
（
公こ

う

領り
ょ
う

）
か
ら
の
年
貢
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、ま
た
、

職
人
も
国
衙
に
直
属
し
、
そ
の
も
と
に
組
織
さ
れ
て
い
た
。
そ

し
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
点
と
し
て
、
そ
の
国
内
の
土
地
台
帳

（「
大お

お

田た

文ぶ
み

」
な
ど
）
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
帳
簿
類
が
保
存

さ
れ
、
こ
の
帳
簿
類
を
作
成
・
使
用
で
き
る
在
庁
官
人
も
在
勤

し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
衙
に
は
地
方
統
治

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
情
報
・
技
術
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
国
衙
に
保
管
さ
れ
て
い
た
土
地
台
帳

が
な
け
れ
ば
、
論
功
行
賞
に
お
い
て
、
本ほ

ん

領り
ょ
う

安あ
ん

堵ど

・
新し
ん

恩お
ん

給き
ゅ
う

与よ

を
お
こ
な
う
こ
と
も
不
可
能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
文ぶ

ん

治じ

五
年
（
一
一
八
九
）
の
奥お
う

州し
ゅ
う

合か
っ

戦せ
ん

の
戦

後
処
理
で
、
頼
朝
は
ま
っ
さ
き
に
陸む

奧つ

・
出で

羽わ

両
国
の
土
地
台

帳
を
探
索
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（
実
際
は
焼

失
し
て
お
り
、
記
憶
力
の
高
い
古こ

老ろ
う

を
探
し
て
復
原
さ
せ
た
）。
ま

た
、
承じ

ょ
う

久き
ゅ
う

三
年
（
一
二
二
一
）
の
承じ
ょ
う

久き
ゅ
う

の
乱ら
ん

で
は
、
畿
内

近
国
の
在
庁
官
人
ら
に
よ
っ
て
、
後ご

鳥と

羽ば

院い
ん

方
に
つ
い
た
者
の

調
査
と
所
領
没
収
が
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
も
各
国
に
保
管

さ
れ
て
い
る
土
地
台
帳
に
も
と
づ
い
て
実
行
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
論
功
行
賞
や
統
治
の
た
め
に
、
幕

府
は
ま
ず
国
衙
に
あ
っ
た
土
地
台
帳
を
掌
握
し
よ
う
と
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
国
衙
を
運
営
す
る
人
的
基
盤
と
し
て
、
こ
こ
に
在

勤
す
る
在
庁
官
人
も
重
視
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
頼
朝
の
勢
力

に
は
、
千ち

葉ば

氏
・
上か
ず
さ総

氏
・
三み

浦う
ら

氏
・
小お

山や
ま

氏
な
ど
、
在
庁
官

人
層
出
身
の
人
物
が
多
く
存
在
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
る
事

実
で
あ
ろ
う
。
治じ

承し
ょ
う

・
寿じ
ゅ

永え
い

の
乱ら
ん

の
過
程
に
お
い
て
、
彼
ら

は
御ご

家け

人に
ん

と
し
て
組
織
さ
れ
た
が
、
一
方
で
、
頼
朝
か
ら
国
衙

支
配
を
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
の
治
安
維
持

幕府（鎌倉殿）

知行国主（国主）

国 司

郡司・郷司郡司・郷司

国衙領管理
税徴収

国衙領管理
税徴収

国衙領（公領）国衙領（公領）

知行国主としての立場知行国主としての立場

地
頭
不
設
置

地
頭
不
設
置

帳
簿
類
の

作
成
・
管
理

帳
簿
類
の

作
成
・
管
理

指
揮
・
命
令

指
揮
・
命
令

年貢・公事年貢・公事

年貢・公事年貢・公事

年貢・公事年貢・公事

国衙領（公領）国衙領（公領）

非御家人非御家人
地 頭地 頭

国衙領管理
税徴収

国衙領管理
税徴収

御家人御家人

非関東知行国にある
関東御領

非関東知行国にある
関東御領

関東知行国関東知行国

目 代
留守所留守所

国衙（在庁官人）

非関東知行国非関東知行国

周防国衙跡◆国の史跡に指定され、現在は周防国衙史跡公園として
整備されている　山口県防府市

※『詳説日本史図録』（山川出版社）掲載「公武二元体制」をもとに作成

鎌倉幕府と国衙の関係図


